
解 

題 

本
書
は
、
武
雄
鍋
島
文
書
（
武
雄
市
所
蔵
）
中
の
『（
仮
）
武
雄
領
着
到
』（
Ｆ
―
６
７
）
お
よ
び
『
上
総

家
来
知
行
切
米
其
外
身
格
附
』（
Ｆ
―
６
８
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
共
に
武
雄
領
の
家
臣
団
の
氏
名
・

俸
禄
を
記
し
た
資
料
で
、『
上
総
家
来
知
行
切
米
其
外
身
格
附
』
に
は
『
上
総
家
来
嫡
子
年
齢
并
役
附
』『
新

足
軽
名
前
其
外
居
所
附
』『
中
小
性
諸
職
人
舩
手
名
前
切
米
其
外
帳
』
が
付
属
す
る
。
な
お
、「
上
総
」
は
、

武
雄
領
最
後
の
領
主
鍋
島
茂
昌
（
一
八
三
二
―
一
九
一
〇
）
の
名
で
あ
る
。 

武
雄
鍋
島
家
は
中
世
か
ら
武
雄
地
方
に
居
を
構
え
、
二
十
代
ま
で
は
後
藤
を
称
し
た
。
戦
国
時
代
末
期
か

ら
江
戸
時
代
初
頭
の
混
迷
期
、
肥
前
の
実
権
が
龍
造
寺
家
か
ら
鍋
島
家
に
移
る
過
程
で
、
後
藤
家
も
鍋
島
家

の
傘
下
に
入
り
、
鍋
島
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
代
領
主
が
龍
造
寺
家
か
ら
後
藤
家
へ
養
子
に
入
っ

た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
龍
造
寺
系
の
他
の
三
家
と
と
も
に
、
親
類
同
格
、
大
配
分
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
藩
の
請
役
（
家
老
）
を
務
め
、
領
内
で
は
大
幅
な
自
治
を
許
さ
れ
た
家
柄
で
あ
っ
た
。 

『（
仮
）
武
雄
領
着
到
』
は
成
立
年
が
不
明
だ
が
、
修
正
の
記
載
か
ら
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
四
月
以

前
に
作
成
さ
れ
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
九
月
ま
で
は
活
用
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。『
上
総
家
来
知
行

切
米
其
外
身
格
附
』
は
表
紙
の
記
載
か
ら
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
五
月
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

武
雄
が
西
洋
の
科
学
技
術
の
導
入
に
努
め
た
二
八
代
領
主
茂
義
（
一
八
〇
〇
―
六
三
）、
二
九
代
領
主
茂
昌
の

頃
の
家
臣
団
の
全
容
が
、
こ
の
二
つ
の
資
料
で
ほ
ぼ
掌
握
で
き
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

石
井
良
一
氏
は
、
著
書
『
武
雄
史
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 



要
す
る
に
旧
藩
時
代
に
於
け
る
知
行
の
見
方
に
は
三
様
あ
り
、
幕
府
に
対
し
て
は
徹
頭
徹
尾
八
千
六

百
四
十
石
を
以
て
押
通
し
本
藩
に
対
し
て
は
、
除
役
を
差
引
き
壱
万
七
百
二
十
一
石
な
り
と
唱
へ
、
本

藩
は
之
れ
を
認
め
ず
し
て
壱
万
壱
千
百
九
十
四
石
の
実
収
あ
り
と
し
之
れ
に
対
す
る
献
米
を
上
納
せ
し

め
た
が
、
其
の
実
際
は
壱
万
弐
千
八
石
の
収
入
あ
り
外
に
諸
運
上
、
冥
加
金
及
び
大
庄
屋
、
小
庄
屋
の

献
米
が
あ
つ
た
。
士
卒
に
対
す
る
給
禄
は
本
藩
が
容
啄(

喙
カ)

す
べ
き
限
り
に
非
ず
弐
千
七
百
十
二
石
と

報
告
し
た
が
、
其
実
際
は
壱
千
八
百
石
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
、
約
七
割
に
当
る
。 

嘉
永
七
年
の
調
書
に
御
配
分
定
米
二
千
七
百
三
石
此
の
現
米
千
八
百
七
十
五
石
三
斗
壱
升
八
合
と
あ

り
、
之
れ
が
確
実
な
支
給
米
で
あ
る
。
其
後
士
卒
は
増
加
し
禄
高
は
加
増
し
た
が
実
際
の
支
給
米
は
毎

年
壱
千
八
百
余
石
を
越
え
な
か
つ
た
。
明
治
二
年
郡
令
所
に
提
出
し
た
調
書
に
は
定
米
五
千
四
百
三
十

九
石
現
米
壱
千
八
百
五
十
九
石
と
明
記
せ
ら
れ
る
。
其
実
際
の
支
給
高
が
壱
千
九
百
石
を
出
な
か
つ
た

の
は
確
実
で
あ
る
。
蓋
し
嘉
永
七
年
よ
り
明
治
二
年
に
至
る
十
五
ケ
年
の
間
に
定
米
が
増
加
し
た
の
は

明
か
で
あ
る
が
、
嘉
永
七
年
の
定
米
は
従
来
の
慣
例
を
襲
用
し
明
治
二
年
の
調
は
金
禄
公
債
証
書
下
附

の
資
料
で
あ
る
た
め
実
際
額
を
報
告
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
尤
も
多
尐
の
潤
色
が
あ
つ
た
の
は
確
か

で
あ
る
。 

佐
賀
藩
の
一
領
で
あ
っ
た
武
雄
が
、
実
質
的
に
は
小
藩
に
比
肩
す
る
経
済
規
模
を
有
し
て
い
た
ら
し
い
こ

と
を
伺
わ
せ
る
。
二
つ
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
家
臣
団
の
後
裔
た
る
方
々
は
、
今
も
多
く
こ
の
地
に
住
ま
い

し
て
お
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
本
書
が
、
先
人
を
偲
ぶ
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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本
書
は
、
武
雄
鍋
島
文
書
（
武
雄
市
所
蔵
）
中
の
『
（
仮
）

武
雄
領
着
到
』（
Ｆ
―
６
７
）
お
よ
び
『
上
総
家
来
知
行

切
米
其
外
身
格
附
』（
Ｆ
―
６
８
）
の
翻
刻
で
あ
る
。 

○ 

漢
字
の
字
体
は
、
原
文
の
字
体
を
尊
重
し
た
。 

○ 

解
読
の
困
難
な
文
字
は
□
で
、
字
画
の
判
別
が
不
可
能

な
も
の
は
■
で
あ
ら
わ
し
た
。 

○ 

傍
注
は
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
し
た
。 

例 
(

マ
マ)

誤
字
や
疑
い
が
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と

し
た
と
き
。 

例 
( 

 

ヵ)

誤
字
や
疑
い
が
あ
る
と
き
。 

例 
 

文
字
の
上
に
文
字
が
重
な
っ
て
い
る
と
き
。 

○ 

一
部
に
、
常
識
に
照
ら
し
、
不
適
切
か
つ
人
権
・
差
別

に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
資
料
的
見
地

か
ら
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 


